
 

令和３年度林野関係予算概算要求の重点事項 

総額 ３，４８３億円 
（３，００６億円） 

        （※）各事項の下段（ ）内は、令和２年度当初予算額（「臨時・特別の措置」を除いた額）               

 
 

森林資源の適切な管理と林業の成長産業化の実現 
 

～コロナを契機とした山村での事業・雇用と定住環境の創出～ 

 

 

① 森林整備事業＜公共＞ 

 

・森林資源の適切な管理と林業の成長産業化を実現し、 

国土強靱化や地球温暖化防止等にも貢献するため、 

間伐や主伐後の再造林、幹線となる林道の開設・改良等を推進 

 

 

 

１，４９２億円 

（１,２２３億円） 

 

➁ 治山事業＜公共＞ 

 

・激甚な山地災害からの復旧とともに、 

地球温暖化に伴う豪雨の増加等を踏まえ、 

山地災害危険地区におけるレーザ計測による災害リスクの把握や 

治山施設の設置等のハード・ソフト一体的な対策、 

流木対策等を強化 

 

 

７４１億円 

（６０７億円） 

 

③ 農山漁村地域整備交付金＜公共＞ 

 

・地方の裁量によって実施する 

農林水産業の基盤整備や農山漁村の防災・減災対策に 

必要な交付金を交付 

 

 

１，１３１億円 

（９４３億円） 

  



 

④ 林業成長産業化総合対策 

 

・意欲と能力のある林業経営者の育成や経営の集積・集約化を 

進めるため、路網の整備・機能強化、間伐、 

高性能林業機械の導入、木材加工流通施設の整備等のほか、 

スマート林業・新素材開発等の「林業イノベーション」の推進、 

都市の木造化の促進、 

ＣＬＴ（直交集成板）等の木質建築資材の利用環境の整備等、 

川上から川下までの取組を総合的に支援 

１７３億円 

（１２９億円） 

 

 

ア 林業・木材産業成長産業化促進対策 

 

・意欲と能力のある林業経営者を育成し、 

木材生産を通じた持続的な林業経営を確立するため、 

出荷ロットの大規模化のための共同販売体制の構築、 

主伐と再造林を一貫して行う施業、路網の整備・機能強化、 

山村の雇用等を支える保育間伐、高性能林業機械の導入、 

労働安全・省力化に資する木材加工流通施設、 

特用林産振興施設の整備等を総合的に支援 

 

 

イ 林業イノベーション推進総合対策 

 

・ＩＣＴによる資源管理・生産管理を行うスマート林業、 

早生樹・エリートツリー等の利用拡大、 

植林作業の自動化機械や木質系新素材の開発等による 

「林業イノベーション」の取組を支援 

 

 

ウ 木材の需要拡大・流通改革 

 

・都市における木材需要の拡大に向けた木質耐火部材等の利用実証、 

先駆的な建築物・まちづくりの実証といったＣＬＴ等の利用環境の整備、 

大径化した原木の利用のための製材・乾燥方法等の技術の開発、 

民間との連携による中高層・非住宅建築物等への木材利用の促進、 

無垢材も活用したオフィス等非住宅建築物の内装の木質化の促進、 

公共建築物の木造化・木質化等による新たな木材需要の創出、 

高耐久処理木材等の高付加価値な木材製品の輸出の拡大、 

木質バイオマスの持続的活用のための地域の体制づくり、 

サプライチェーン構築に向けた実需者とのマッチング等の取組を 

支援するとともに、林業のＤＸにつながる流通木材の合法性確認 

システムの構築に向けた調査・検討、普及啓発を実施 

 

 

エ 現場技能者キャリアアップ・林業労働安全対策 

 

・林業の現場管理責任者や統括現場管理責任者、 

施業の集約化を担う森林施業プランナーや 

木材の有利販売等に取り組む経営者（森林経営プランナー）の育成、 

林業労働安全を推進するための取組等を支援 

 



 

 
 

⑤ 「緑の人づくり」総合支援対策 

 

・林業への就業前の青年に対する給付金の支給、 

新規就業者を現場技能者に育成するための研修、 

高校生や社会人を対象としたインターンシップ、 

森林経営管理制度を担う技術者の育成等を支援 

 

 

５３億円 

（４７億円） 

   

⑥ 新たな森林空間利用創出対策 

   

・働き方改革や健康寿命の延伸にも資する 

健康・観光・教育といった分野での森林空間の活用を図るため、 

ワーケーション等による森林サービス産業のモデル的な実施、 

産学官コンソーシアムにおける技術課題の調査・研究等の支援、 

国有林の観光利用を推進するための多言語による情報発信、 

木道整備等を実施 

 

 

２億円 

（１億円） 

 

⑦ 森林・山村多面的機能発揮地域力支援対策 

   

・森林・山村の多面的機能の発揮や山村地域の活性化を図るため、 

地域の活動組織が実施する森林の保全管理、 

森林資源の利用、関係人口の拡大を図る取組等を支援 

 

 

１９億円 

（－） 

 

⑧ 花粉発生源対策推進事業 

 

・花粉症対策苗木や広葉樹等への植替え、花粉飛散防止剤の実証、 

花粉飛散量予測の精度向上につながる 

スギ・ヒノキの雄花の着花状況調査等の取組のほか、 

これらの成果の普及啓発等を一体的に支援 

 

２億円 

（１億円） 

 

⑨ シカ等による森林被害緊急対策事業 

 

・シカ被害の甚大化を防止するための 

林業関係者による捕獲効率向上対策や 

ＩＣＴ等を活用した新技術の開発・実証、 

国有林野内で国土保全のための捕獲事業を実施するとともに、 

ノウサギ被害の対策手法の検討を実施 

 

 

２億円 

（２億円） 

※ 防災・減災、国土強靱化緊急対策に係る経費や 

「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」を踏まえた農林水産分野における経費については、 

予算編成過程で検討。 
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